
1 

 

 

 

 

 

 

■２月の自立支援協議会報告 
 
＊就労支援部会 6 日（火） 

１）次年度について 

２）県就労支援部会より報告 

 
＊精神障がい者の暮らしを考える部会 ７日（水） 

１） 講演「地域生活支援ガイドブック作成の経緯と方法」 

講師：長野市障害ふくしネット 地域でいこう委員会 役員 

 

＊行政連絡会 １５日（木） 

１）諏訪圏域のケアマネジメント検証について 

２）契約内容障害サービス（計画相談支援）報告書について 

３）基幹相談支援センター在り方検討委員会について 

４）R６年度自立支援協議会について（行政連絡会・担当表） 

５）自立支援協議会会計監査について 

 
＊療育支援部会 ２０日（火） 

１） 課題ディスカッション 

『こどもの支援体制：児から者への切れ目のない繋ぎについて』のまとめ 

２） 今年度のまとめと来年度の計画 

 

＊相談支援部会 ２２日（木） 

１）来年度に取り組んでいく課題等の意見交換 

２） 役員決めについて 

 

＊医療的ケア部会 ２７日（火） 

１）【勉強会】地域安心ネットワーク事業と支え合いマップ事業の紹介 

       ～富士見町社協での取り組みのお話～ 

２）来年度の部会について 

・今年度の振り返りと次年度からの活動内容について 

・フォーラム実行委員について 

 

＊地域生活支援部会 ２８日（水） 

１）来年度の部会について 

２）今後のフォーラムの在り方について 
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◼ リレーずいそう 第１２８回 

 

みなさん、こんにちは。 

相談支援事業所 精明学園の前島です。 

一般社団法人日本発達支援センターの竹内さんよりバトンを預かりました。 

 

 この連絡をもらった時、「ついに来てしまったか」というのが素直

な感想でした。そこから何を書けば良いのかと頭を抱えたまま何日

か過ごしていました。 

 休日になればほとんどの時間を布団の中で過ごす私にとっては、

ここに書けるような話がありませんでした。ただ、数年前に 

「このままじゃいけない！」と毎月少しずつ貯金をしてカメラを 

買うことを思い立ちました。何かに憧れていたとかではなく、 

カメラがあれば写真を撮るために出かける意欲が湧くのではない

かと言う簡単な理由です。 

 

 実際、カメラを手に入れてからは外に出かける機会も増えました。

友だちを誘って桜を見に行ったり水族館へ行ったり、これまでの 

自分では考えられないほど外出する機会が増えました。思うように

写真が撮れることなんてほとんどないのですし、カメラが重すぎて 

少し出かければ首や肩が痛くなってしまうのですが、その時々の 

思い出を記録として残せるのも悪くないものだなと思っています。 

 それでも「ほんのちょっとだけやる気を出せば新たな楽しみを 

見つけられる」と自分に言い聞かせ、これからも新しい事に触れて

いかれると良いなと思っています。 

 

 

このオアシス通信は就労移行支援事業所ＳＡＫＵＲＡ岡谷センターの利用者様が研修の一環として作成しています  

     


